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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成24年2月2日(2012.2.2)

【公開番号】特開2010-138321(P2010-138321A)
【公開日】平成22年6月24日(2010.6.24)
【年通号数】公開・登録公報2010-025
【出願番号】特願2008-317270(P2008-317270)
【国際特許分類】
   Ｃ０９Ｄ  11/00     (2006.01)
   Ｂ４１Ｍ   5/00     (2006.01)
   Ｂ４１Ｊ   2/01     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０９Ｄ  11/00    　　　　
   Ｂ４１Ｍ   5/00    　　　Ｅ
   Ｂ４１Ｊ   3/04    １０１Ｙ

【手続補正書】
【提出日】平成23年12月12日(2011.12.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリマー結合型自己分散顔料、界面活性剤、及び水を含有するインクジェット用インク
において、
　前記ポリマーの酸価が８０ｍｇＫＯＨ／ｇ以上２５０ｍｇＫＯＨ／ｇ以下であり、
　前記界面活性剤が下記式（１）に示す構造を有し、かつ、その曇点が３５℃以下である
ことを特徴とするインクジェット用インク。

【化１】

（式（１）中、ＰＯはプロピレンオキサイド基であり、ＥＯはエチレンオキサイド基であ
り、Ｒは炭素数７以上１４以下のアルキル鎖であり、ｍは２以上１５以下の整数であり、
ｎは２以上１５以下の整数であり、ｍ／ｎが１以上である。）
【請求項２】
　前記界面活性剤の曇点が２５℃以下である請求項１に記載のインクジェット用インク。
【請求項３】
　前記インクジェット用インク中の前記界面活性剤の含有量ａ（質量％）に対する、前記
インクジェット用インク中の前記顔料に結合している前記ポリマーの含有量ｂ（質量％）
の比ｂ／ａが０．１５以上６．０以下である請求項１または２に記載のインクジェット用
インク。
【請求項４】
　前記顔料に結合している前記ポリマーが、顔料表面に直接若しくは他の原子団を介して
化学的に結合している官能基と、８０ｍｇＫＯＨ／ｇ以上２５０ｍｇＫＯＨ／ｇ以下の酸
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価を持つ共重合体との反応物である請求項１乃至３の何れか１項に記載のインクジェット
用インク。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明は、ポリマー結合型自己分散顔料、界面活性剤、及び水を含有するインクジェッ
ト用インクにおいて、前記ポリマーの酸価が８０ｍｇＫＯＨ／ｇ以上２５０ｍｇＫＯＨ／
ｇ以下であり、前記界面活性剤が下記式（１）に示す構造を有し、かつ、その曇点が３５
℃以下であることを特徴とするインクジェット用インクである。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
（式（１）中、ＰＯはプロピレンオキサイド基であり、ＥＯはエチレンオキサイド基であ
り、Ｒは炭素数７以上１４以下のアルキル鎖であり、ｍは２以上１５以下の整数であり、
ｎは２以上１５以下の整数であり、ｍ／ｎが１以上である。）
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１５】
（式（１）中、ＰＯはプロピレンオキサイド基であり、ＥＯはエチレンオキサイド基であ
り、Ｒは炭素数７以上１４以下のアルキル鎖であり、ｍは２以上１５以下の整数であり、
ｎは２以上１５以下の整数であり、ｍ／ｎが１以上である。）
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